
【収入】
27年度予算 26年度予算 前年比

保険料収入 96094 86961 9133
事業収入 380 392 -12
雑収入他 1891 1966 -75
経常収入 98367 89345 9022

事務費 5276 5151 125
保険給付費 48476 50097 -1621
納付金 37150 39348 -2198
保健事業費 5517 5598 -81
その他 499 522 -23
経常支出 96919 100716 -3797

経常収支 1448 -11371 12819

◇収入支出予算概要(一般勘定)
　　　　　　　　　　　　　　　単位万円

【支出】
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27 年度予算組合会 

保険料増と義務的経費減 

10年ぶりの黒字予算 
                      神戸新聞健康保険組合 平成２７年２月１２日 

 

神戸新聞健康保険組合の「平成２７年度収入支出予算組合会」が 12日、神戸新聞本

社で開かれ、予算案は全会一致で承認されました。収入は新年度からの料率改定で保

険料収入が増加、支出では納付金、保険給付費が減少しました。結果として経常収支は

1,448万円と、平成１７年度以来の黒字予算となりました。しかし納付金額は過去の実績

などから算出されるため、長期的な予測は困難です。今回の黒字が財務体質の健全化

とは言い難く、依然、財政見通しは不透明です。 

 

 経常収入合計は９億 8,367 万円（同

9,022万円増）。メーンの健康保険料収入

は 0.9％増の大幅な料率改定に伴い 9億

6,094万円（同 9,133 万円増）となります。 

 

経常支出合計は９億 6,919万円(同

3,797万円減)。保険給付費と納付金の義

務的経費は減少しました。給付費は、26

年度実績見込みが約４億 5,000 万円と同

年度予算を約 5,000 万円下回ったため、

４億8,476万円(同1,621万円減)。納付金

も前年に引き続き縮小、3億 7,150 万円（同 2,198万円減）となりました。 

 

10年ぶりの黒字予算となりましたが、少子化で若年層の就労者数が減り、疾病リスクが

高い高齢者の雇用機会は増加。医療費増大の懸念は膨らむばかりで、健保組合を取り

巻く環境は厳しさを増しています。 

 

財政適正化の一助として新規事業として、メンタル電話相談、ホームページ開設など

に取り組みます。国の「データへルス計画」関連で、健康サービスなど健保からの情報発

信を充実させ、疾病予防、医療費削減に努めます。 
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